
東京学芸大学・附属国際中等教育学校・国立大学附属中等教育学校教諭

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－４１

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名

研究代表者

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０４

国際バカロレア「デザイン」における中学校技術科の題材開発に関する実践的研究

渡津　光司（WATATSU, Koji）

研究期間：

２２Ｈ０４０５５

年 月 日現在  ５   ６ １９

円       410,000

研究成果の概要：本研究では，国際バカロレア機構が提供する教育プログラムの一つであるMiddle Years 
Programme(以下，MYP)の教科「デザイン」に着目し，その授業を行っている学校教育法第一条に規定されている
学校(以下，一条校)を調査した。そこで，中学校技術・家庭技術分野(以下，中学校技術科)の「材料と加工の技
術」におけるデジタルファブリケーション機器を使用した授業実践に焦点を当て，そこで使用されている教材
や，題材の内容や方法について分析した。それを受けて，デザインサイクルを中学校技術科の中に位置付けた
「材料と加工の技術」における題材を検討し，授業実践を行った。

研究分野： 技術科教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果として，MYPの教科「デザイン」の授業実践を，日本国際バカロレア学会や本校の研究紀要にお
いて広く発信することができた。授業実践の蓄積は，今後，MYPの教科「デザイン」を行おうとする一条校の教
員にとって大いに役立つものとなる。
　我が国では「成長戦略2021」において，国内における国際バカロレア認定校等を2022年度までに200校以上に
することを目標としているが，2023年3月14日時点で，MYPを実施している一条校は僅か18校となっている。認定
校を増やしていく上で，本研究の成果が，その一助となれば幸いである。
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※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
 本研究の目的は，国際バカロレア機構が提供する教育プログラムの一つである Middle Years 
Programme(以下，MYP とする)の教科「デザイン」において，中学校技術・家庭技術分野(以
下，中学校技術科とする)で展開されている「材料と加工の技術」に焦点を当て，授業実践を通
して，デジタルファブリケーションを取り入れた題材を開発することである。 
 
 
 
２．研究成果 
 まず，MYP の教科「デザイン」の授業を行っている学校教育法第一条に規定されている学校(以
下，一条校とする)を調査し，中学校技術科との関係性を分析した。また，中学校技術科におけ
るデジタルファブリケーション機器を使用した授業実践についても調査し，使用されている教
材や，題材の内容や方法について分析した。 
 次に，3DCAD や 3D プリンタ等のデジタルファブリケーション教材の活用方法について検討し
た。 
 さらに，デザインサイクルを中学校技術科の中に位置付けた「材料と加工の技術」における
題材を検討し，授業実践を行った。 
 研究の成果として，国際バカロレア認定校の視察を複数校行うことができた。また，国際バ
カロレア教育学会において口頭発表を行い，様々な情報交換を行うことができた。さらに，開
発した題材の授業実践について，本校の研究紀要に投稿することで，研究成果の外部発信をす
ることができた。 
 国際バカロレアにおける日本型「デザイン」を提案することは，今回は叶わなかったが，本
研究を進めることで，MYP の教科「デザイン」における中学校技術科のコミュニティが少し広
がった。国際バカロレアの使命に沿った教育を展開したいと考えている MYP の教科「デザイン」
担当の教員と繋がることができ，次の研究に活かせられると考える。 
 
 
＜主要な研究成果の概要＞ 
 
(1)中学校技術・家庭技術分野における問題解決の過程をトレースした知識・技能の習得に関す

る授業実践（渡津光司，岡崎靖，大谷忠） 
 東京学芸大学附属学校研究紀要 49，pp.69-75，2022 年 8 月 
 
 本研究を通して，中学校技術科の内容 A「材料と加工の技術」における「既存の技術の理解」
の学習で，知識・技能を系統的に習得できる指導計画を検討し，授業実践を行うことができた。
限られた授業時間の中で，指導者の問題解決の過程をトレースすることにより，学習者の習得
感を高めることができた。また，学習者は習得した知識・技能を主体的に生かそうとしている
ことが考察された。 
 
(2)中学校技術科「A材料と加工の技術」における製図に関する学習の取り扱い（本間琢也，大

谷忠，渡津光司） 
 東京学芸大学紀要 総合教育科学系 74，pp.429-439，2023 年 2月 
 
 本研究では，中学校技術科における製図に関する学習の意義について検討するために，3DCAD
による製図との比較を通して，中学校技術科の学習における製図の取り扱いについて分析した。
その結果，これまでの製図に関する学習について，既存の学習内容では正しい線や正確な立体
をかくことが求められる内容となっており，3DCAD を用いることで，このような学習に重点を
置く必要がない新たな学習内容が含まれていることがわかった。 
 
(3)MYP Design と中学校技術・家庭科の指導の比較（渡津光司） 
 国際中等教育研究：東京学芸大学附属国際中等教育学校研究紀要 16，pp.245-253，2023 年

3 月 
 
 本研究では，国際バカロレア機構における「デザイン」指導の手引きと，文部科学省におけ
る学習指導要領解説技術・家庭編に着目し，MYP の教科「デザイン」と中学校技術・家庭科の
指導を比較するために，テキストマイニング手法によって手引きと解説の分析を試みた。その



結果，一条校で MYP の教科「デザイン」を実施しようとした場合，中学校においては中学校技
術・家庭科が担当しているものの，文部科学省が定めるすべての学習内容に沿って授業を行う
ことは困難を要することが予想されると考察された。 
 
(4)合板 DL教材を用いた「材料と加工の技術」における授業実践（森下博之，渡津光司，德光

慧，大谷忠，山下晃功） 
 一般社団法人 日本産業技術教育学会 実践事例集「テクノロジーとエンジニアリングの教
室」第 2巻，pp.69-80，2023 年 3月 

 
 本研究では，中学校技術科における内容「A 材料と加工の技術」に着目し，問題解決の学習
の展開を検討することを目的とした。用いる教材には，合板から規格化して新たに開発した合
板 DL 材を使用し，3DCAD の設計学習を加えた指導内容を検討した。授業実践の結果，問題解決
の学習を試み，新たな指導の展開を提案することができた。 
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